
第１５回 医学部受験チャレンジ問題解答 
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問１　空間内に 2 点 P (1,   0,   0)，Q (0,   1,   2) がある。

　(1)　線分 PQ を z 軸の回りに回転して出来る立体と 2 平面 z=0，z=2 とで囲まれた立体の体積 1V  を求めよ。

　(2)　線分 PQ を y 軸の回りに回転して出来る立体と 2 平面 y=0，y=1 とで囲まれた立体の体積 2V  を求めよ。

s　(1)　z 軸上の点を A (0,   0,   t)，線分 PQ 上の点を B 0 1x,   y,   t   00(t 1(2  とする。

　　B は PQ を t : 2-t  に内分する点であるから，x=
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　　求める体積 1V  は
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　(2)　y 軸上の点を C 0 10,   s,   0 ，線分 PQ 上の点を D 0 1x,   s,   z   00(s 1(1  とする。

　　D は PQ を s : 1-s に内分する点であるから，x=1-s，z=2s である。
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　　求める体積 2V  は
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問２　平行四辺形 ABCD の辺 AB，AD 上にそれぞれ点 E，F をとる。

　　CE，CF と BD との交点を P，Q とする。
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　　であることを示せ。

s　BP=x，PQ=y，QD=z とおく。
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　①，② を条件の式に代入する。
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　分母を払って， 2y - 0
2x -2xz 1+ 2z =2xz

　　+　 2x + 2z = 2y  となり， 2BP + 2DQ = 2PQ   が成立する。
 


